
　霊的視野について理解するために、まず霊界人の

意識と、私達地上人が持つ意識の違いを比較してみ

ることにしましょう。霊的視野とは言い換えれば

̶ 「霊界人の意識・霊界人の視点」ということで

す。

霊界での、バーバネルとシルバーバーチの

打ち合わせ

  シルバーバーチは高級霊界の神庁において、地上

圏へ降り、霊的メッセージを地上に届ける仕事を引

き受けてくれないかと要請されました。シルバー

バーチは、それを自分の使命として引き受けました。

ここからシルバーバーチとスピリチュアリズムとの

係わりが始まることになります。

　シルバーバーチはその使命を実行に移すために、

まず自分のメッセージを受け取ってくれる「霊媒」

を探すことに着手します。霊界の記録簿を調べ、将

来の自分の霊媒にふさわしい者としてバーバネルを

選びました。

　シルバーバーチの言によれば、シルバーバーチと

バーバネルと（地上でバーバネルの妻となった）シ

ルビアは、同じインディビジュアリティーに属する

そうです。すなわち「同じ類魂の仲間」であるとい

うことです。おそらくシルバーバーチは、その類魂

の指導霊であったと思われます。

　シルバーバーチは、同じ類魂のメンバーである

バーバネルに、将来、地上に再生し、自分の霊媒と

してスピリチュアリズムのために働いてくれないか

と話を持ちかけました。バーバネルはその要請を受

け入れ、地上に再生して、シルバーバーチの霊媒と

なって働く決心をすることになります。そしてこの

歴史的な霊界通信を成功させるために、それをサ

ポートする強力な霊団（＊シルバーバーチ霊団）が結成

されることになりました。

　バーバネルは、シルバーバーチや、再生時に自分

の守護霊となる類魂の仲間の霊と綿密な打ち合わせ

をし、いよいよ地上に再生することになります。こ

うしてバーバネルの地上人生が始まりました。シル

バーバーチを指導霊とする霊界の霊団は、バーバネ

ル霊が受精する瞬間を注意深く見つめました。そし

てバーバネル霊が母胎に宿った瞬間から、その育成

と精神の形成に関与していくことになります。バー
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バネルの育成には、絶えず霊界側からの働きかけが

なされ、将来の「霊媒」に向けて着々と準備が進め

られていきました。

地上へ誕生後のバーバネルの意識

　ところが地上に誕生してからのバーバネルは、霊

界でのシルバーバーチとの約束を思い出すことはあ

りませんでした。霊界であれほど、地上で霊媒とし

て働いていく強い自覚と決意を固めていたにもかか

わらず、それを全く思い出すことなく成長していき

ます。

　18 歳までのバーバネルは、霊的なことに関心も

体験もなく、将来はビジネスマンとして大きな仕事

をしたいという野心を持っていました。バーバネル

自身が語ったところによれば、彼の十代の頃は、ス

ピリチュアリズムに対して、むしろ反感を抱いてい

たそうです。両親の宗教に対する議論を見て育つ中

で、彼は次第に無神論に傾き、それから不可知論へ

と変わっていったと述懐しています。

　やがてバーバネルに、霊界での約束を果たす時期

がやってきます。18 歳の時、婚約中のシルビアを

ともなって、ブロースタインという中年の女性霊媒

の交霊会（ホームサークル）に出席することになり

ました。そこでバーバネルは、初めて自分が「霊媒」

の体験をすることになります。彼は無自覚のうちに

トランス状態に入り、彼の口を通じて、シルバーバー

チの第一声が発せられることになったのです。

「霊的意識」を失ってしまう地上人

　今述べたようなバーバネルが霊媒になるまでのい

きさつについては、『シルバーバーチの霊訓』によっ

て、すでにご存じのことと思います。さてここで注

目すべきことは、霊界でのバーバネルは、「再生時

には霊媒になる」と決意していたにもかかわらず、

地上に生まれてからはそのことを全く意識すること

がなかったという事実です。

　バーバネルは霊界での意識を思い出すどころか、

スピリチュアリズムに反発さえしてきました。18

歳になるまでは、バーバネルは自分が霊媒になるな

どとは想像さえしていなかったのです。地上に再生

する前は、霊媒としての役目を果たそうと悲壮な決

意をしていたのに、肉体を持ってからは、そのこと

を部分的にさえ思い出すことがなかったのです。肉

体に宿るまでの「霊的意識」と、誕生後の「肉体意

識」は、これほどまでに違うということなのです。

　この辺りの事情は、ハリー・エドワーズにおいて

も同様です。彼も霊界では、「ヒーラーとして、ス

ピリチュアリズムのために貢献しよう」と決心して

いたはずなのに、肉体を持ってからは、それを全く

思い出すことがなかったということです。それどこ

ろか彼も、スピリチュアリズムに対してむしろ反発

心を感じていました。そしてスピリチュアリズムと

はまるで関係のない、政治の世界に意欲を持ち、国

会議員の選挙にも出馬しているのです。そのハリー・

エドワーズも時至り、40 歳を過ぎて突如、ヒーラー

としての霊的能力が開眼し、霊界で決意していた人

生を歩み出すようになったのです。

　肉体をまとった地上人は、普通、肉体意識しか自

覚することができません。霊界での意識を思い出す

ことは、ほとんどありません。バーバネルほどの霊

媒者であっても、霊界での意識を全く思い出すこと

がなかったという事実は、地上人の「霊的意識」が、

いかに強烈に肉体の壁の中に閉じ込められているか

ということを示しています。人によっては時に霊的

意識を部分的に思い出すことはありますが、それは

きわめて稀なことなのです。

　今このニューズレターを読んでくださっている大

半の方々も、おそらく霊界で、「スピリチュアリズ

ムと係わりを持つ」という明確な決意をして地上に

再生したのではないでしょうか。



「守護霊」が必要な理由

　こうした事情があるために、私達一人一人に「守

護霊」が付くことになります。霊界での決意や打ち

合わせの内容を逐一知っている守護霊が、私達地上

人の分身として常に寄り添い、私達の意識の中に“イ

ンスピレーション”として「霊的意識」を吹き込み、

導きをしてくれることになります。守護霊の導きに

よって、再生前に選択した地上人生の方向に、無意

識のうちに近づいていくように仕向けられます。

　地上人は、自分自身の判断で自らの人生を選択し

てきたように思っていますが、実際はこうした形で、

霊界から導かれて地上人生を歩んできたのです。皆

さん方も、地上に生まれて今日に至るまで「守護霊」

に導かれ、スピリチュアリズムとの出会いを得るこ

とができたのです。

　私達が地上でスピリチュアリズムにたどり着いた

ということは、霊界からの導きが成功したことを意

味しています。私達を背後から導いてきた守護霊に

とって、これまでの苦労が確かな実を結び、再生前

に霊界で交わした約束が達成されたことになりま

す。守護霊にとって、これほどの喜びはありません。

と同時に、私達にとっても、地上人として最高に幸

運な人生をたどってきたということになるのです。

　しかし、守護霊の導きが成功することがある一方

で、当然のこととして多くの失敗も存在します。地

上人類救済のために大きな使命を担って自ら再生を

希望した高級霊が、肉体をまとうことによって「霊

的感覚」が鈍り、物質的な欲望・煩悩に負けて道を

外れることもあります。そして霊界での約束から大

きく逸脱し、地上に再生したことの意味を失ってし

まうのです。そうした霊の死後の後悔と苦痛は、当

然大変なものになります。そして必死に導いてきた

守護霊の努力も、すべて無駄になってしまうのです。

                                                        

「霊的真理」から得られる３つの宝

　現在、地球に対する霊界からの働きかけは、さま

ざまな形をとって、ありとあらゆる分野に向けて進

められています。その最終目標とするところは、言

うまでもなく̶「地上世界に霊的真理を広める」

という点に置かれています。

　その意味で今、私達がシルバーバーチやインペ

レーターなどの高級霊によってもたらされた霊的真

理を受け入れることができたということは、地上人

類の中で、最も恵まれた立場にいるということにな

ります。底辺の広いスピリチュアリズムの中で、ま

さに頂点に立っているということなのです。

　霊的真理を手にした私達は、地上世界における「最

高次元の霊的宝」を得ていることになりますが、そ

の霊的宝とは、一言で言えば「魂の成長と救い」と

いうことです。

　さてその霊的宝は、「３つの霊的恩恵」として見

ることもできます。１つ目の霊的恩恵は、これまで

地上人類が知ることのなかった「新しい霊的知識」

を手にすることができたということです。２つ目は、

「新しい霊的視野・霊的視点」を得ることができた

ということです。私達を取り巻くさまざまな問題、

また人生上の悩みなどに対して、これまでとは全く

異なる高次元の視野から見ていくことができるよう

になったのです。３つ目は、「霊的成長のための実

践的知識」を手にすることができたということです。

地上人生の最大の目的である霊的成長（魂の成長）

のために、具体的に何をなすべきかということを明

確に知ることができるようになったのです。

　私達はスピリチュアリズムによって、こうした素

晴らしい霊的宝を得ることになりました。私達スピ

リチュアリストは̶「新しい霊的知識」「新しい

霊的視野」「霊的成長のための実践的知識」という

３つの霊的宝を、他の地上人に先駆けて与えられた

のです。
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地上人に「霊的視野」を持たせることが、

スピリチュアリズムの一つの目的

　２つ目の霊的宝である「新しい霊的視野」とは

「霊的真理に立った考え方・見方・判断をする」と

いうことです。それによって、これまで地上という

物質世界を物質的視点だけで眺めていたレベルを抜

け出て、物質世界を霊的視野から眺めることができ

るようになります。シルバーバーチは、こうした「霊

的視野」を地上人にもたらすことが、自分達の目的

でもあると言っています。

　

物質の中に閉じ込められている皆さんにとっ

て、霊的実在を原理とした物の考え方をする

のが難しいものであることは、わたしもよく

知っております。しかし、そういう考え方を

お教えするのが、わたしたちがこうして地上

へ戻ってきたそもそもの目的なのです。皆さ

んが人生を正しい視野、正しい焦点でとらえ

てくださるように導くことです。

　　　　　　　（シルバーバーチ・道しるべ・９９） 
                                     

　

　シルバーバーチに言わせれば、地上人の大半が、

人生を正しい視野・正しい焦点でとらえていないと

いうことになります。大半の地上人が、間違った考

え方で、毎日を過ごしているということなのです。

霊的視野を持つとは、自分の考えを

「霊的真理」に添わせること

　先程、地上に生まれる前と後では、バーバネルの

意識に、いかに大きな隔たりがあるかを述べました。

肉体を持った人間の霊的意識は、まるで牢獄の中に

閉じ込められたような状態に置かれており、普通は

全くと言ってよいほどそれを自覚することはありま

せん。

　霊的視野を持つとは、別の言い方をすれば

̶「霊界の人々が地上世界や地上人を眺めるのと

同じように見る」ということです。肉体を持ちなが

らも、霊界の人々と同じような見方・考え方をする

ことなのです。したがって霊的視野を持つための努

力とは、霊界人にならって、通常の自分の見方・考

え方を切り換えて、霊的なものにしていくというこ

とになります。

　しかし肉体を持ち、霊的感覚の失われてしまった

私達にとって、果たしてそうしたことは可能なので

しょうか？　霊性の鈍くなってしまっている私達に

は、とてもできそうにないことのように思われます。

ところが「霊的真理」を持っているということが、

それを可能にするのです。　

　霊的真理とは、純粋な霊的視点そのものです。霊

界にいる高級霊の視点が、取りも直さず霊的真理と

して語られているのです。したがって霊的真理に

添って自分の考えを変える努力をすることによっ

て、高級霊と同じ「霊的視野」が持てるようになる

のです。

　もちろん、そのためには大変な努力が要求されま

す。絶えず霊的真理を思い出し、それに一致させよ

うとする意識的な努力が必要となります。そうしな

い限り、いつまでたっても肉体的な視野・物質的な

視野から抜け出ることはできません。霊的真理を知

らない人々と同じような視野しか持つことができま

せん。
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霊的視野を持とうと努めることは、最高次元

の霊主肉従の実践

　霊的成長のための実践の第一歩は、物質・肉体に

翻
ほんろう

弄されないようにすることです。すなわち「霊主

肉従」という自己コントロールから始まります。シ

ルバーバーチは自己コントロールについて̶「地

上人は、動物性の名残と神性という相反する２つの

要素を内在させています。霊的成長とは、動物性の

名残（利己的本能）を抑え、神性をより多く発揮で

きるようになることです」と述べています。

　スピリチュアリズムの実践の第一歩は、この「霊

的な自己コントロール」の闘いから始まります。こ

の闘いに勝ち、自分自身が物質に翻弄されない存在

となって、初めて霊的成長が可能となります。スピ

リチュアリズムではこのように、まず自分自身を修

めることが真っ先に求められるのです。従来の多く

の宗教と同様、スピリチュアリズムは、自己コント

ロールを信仰実践の出発点としています。

　ところで「霊的な自己コントロール」、すなわち「霊

主肉従の内面的闘い」にも、いろいろな段階がある

ということを知っておく必要があります。低い次元

の霊主肉従から、高い次元の霊主肉従があるという

ことです。初歩的な霊主肉従の段階は、物質欲・肉

体本能の放縦にストップをかけるということです。

具体的には、質素な生活・節度ある生活を心がける

ということです。

　そして霊主肉従の最も高次なものが、考え・思考

そのものを、すべて霊的な観点からなすようにする

ということです。純粋な霊的思考ができるようにす

ることです。そしてこれが、まさに「霊的視野を持

つ」ということなのです。霊界人のように地上世界

の出来事を眺められるようになるということです。

　こうした霊的視野を持つためには、当然のことと

して、自分の内部の霊的状態が高まっていることが

必要とされます。すなわち「初歩的な霊主肉従」が

しっかりなされていることが不可欠な条件となりま

す。基本的な霊主肉従が確立した上で、初めて霊的

視野という「高次元の霊主肉従」が可能となるので

す。

  

霊的視野によって、心が広くなり

「霊的楽天性」が身につく

　霊的視野で見るとは、地上世界の出来事を一歩高

いところから見下ろし、より広範で高次元の判断を

することです。当然、一般の地上人とは全く異なる

判断をすることになります。それは別の言葉で言え

ば、地上人でありながら、地上人の物質的視点を超

えることです。実はこれは、従来の宗教で言われて

きた「大きな悟り」の世界に至るのと同じことなの

です。もっとも高級霊のレベルから見れば、その程度

の悟りは霊界での常識ということになりますが……。

　そうした高く広い視野を持つことによって、地上

世界の出来事に振り回されたり、翻弄されることが

なくなります。毎日毎日の出来事に、右往左往する

ことなく、常にゆったりと、どっしりと臨むことが

できるようになります。心に深い安らぎと平安を宿

すことができ、「霊的楽天性」という人徳を身につ

けることができるようになるのです。霊的視野を持

つことによって、最高のポジティブ・シンキングが

可能となるのです。

いかなる問題においても、私たちは決して地

上的観点から物ごとを見ないということ、地

上的尺度で判断しないということ、人間的な

憎しみや激情には絶対に巻き込まれないとい

うこと、往々にして人間の判断力を曇らせて

いる近視眼的無分別に振り回されることはな

いということを忘れないでください。

　　　　　　　　　　（シルバーバーチ７・５９）
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霊的視野を身につけることは、本当のスピリ

チュアルな能力を持つこと、この世の霊能者

以上の力を持つこと

　霊的視野を持つということは、単なる霊体の持つ

能力（霊能力・サイキック能力）を超えたスピリチュ

アル・レベルの能力を身につけることを意味します。

霊の姿を見たり、霊の声を聞くといったサイキック

能力を発揮することができる霊能者は多くいます。

しかしそうした霊能者の中で、高級霊と同じような

視点で、地上世界の出来事を眺めることができる者

はめったにいません。

　これまでの人類史上、卓越したサイキック能力と、

高次のスピリチュアル能力をともに備えた人間とし

てイエスを挙げることができますが、これは例外中

の例外と言えます。肉体を持ちながらも高次の霊的

視野を持つことができた人間は、地球人類の歴史の

中で、イエスをおいて他にはいなかったのです。

　この世には目を見張るような霊能力を発揮するこ

とができる人間がいますが、私達はスピリチュアリ

ズムによってもたらされた「霊的真理」を活用する

ことにより、彼ら以上の高い霊的能力を持つことが

許されているのです。霊的真理を知ることによって、

私達はどんな霊能者よりも高いスピリチュアルな能

力を身につけることができます。霊界の高級霊と同

じように、永遠の観点から日常の出来事を眺めるこ

とができる、価値ある霊的能力が与えられるように

なるのです。                                                    

　そして、そうした高い心境を持つことによって、

霊界にいる多くの霊達の協力・応援を引き出すこと

ができるようになるのです。

        

　先に述べたようにシルバーバーチは、地上人が霊

的視野を持てるようにすることが、自分達が地上に

来た目的であると言っています。したがって霊的視

野を身につけることは、私達スピリチュアリストに

とっての明確な目標となります。霊的視野を身につ

けるということは、天から与えられた「霊的真理」

という宝を、正しく活用し、実践することでもあり

ます。

 　霊的視野は、語学や新しい技術を習得するよう

に、努力によって少しずつ身につけていくものです。

意識しなければ、いつの間にか物質的視野に戻り、

すっかりこの世の人々と同じレベルにまで下がって

しまいます。したがって霊的視野を身につけるため

には、初めは「意識的に霊的真理を思い出す」こと

が必要となります。絶えず一人の時間をつくり、霊

的真理を思い出し、心の持ち方を正していく作業を

繰り返さなければなりません。心の切り換えは、初

めはとても難しいことですが、努力を継続する中で

徐々に身についていきます。それにともない日常生

活においても、自然に霊的視野に基づく考え方がで

きるようになっていきます。やがて霊的視野が習慣

化し、意識の中心に定着するようになります。

　このように最初は、意識的に霊的視野を思い出し

たり、心を切り換える努力をしなければなりません。

頭で分かっていても心がしっくりしない、実感が湧

かないといったことは初期の段階では普通です。心

もなかなか広がりません。そんな時こそ率直に、「神

に助力を祈る」ことが必要です。まさに神に祈る好

機なのです。そうした祈りは、地上人の霊的成長を

心から願ってくれている守護霊にとって、とてもう

れしいことであり、必ず全力で手助けしてくれるは

ずです。

　一人になって目を閉じ祈ります̶「神様、私に

霊的エネルギーを与えてください。私の心にエネル
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ギーを注ぎ込んでください。そして霊的視野が実感

できるようにしてください。」５～ 10 分、じっとし

て霊界からのエネルギーを取り入れるのです。する

と自然と不思議な心の安らぎが訪れるようになりま

す。心が明るくなり、力が湧き、頭がすっきりして

視界が広がります。すぐそこに霊界があることを、

生き生きと感じられるようになります。そしていつ

の間にか、霊的視野からの見方ができるようになっ

ていることに気がつくはずです。

　こうして守護霊の助けを得ながら、「霊的視野」

が実感的なものとして身につくようになっていきま

す。霊的視野が自分のものになるにつれ、日常の出

来事に心が乱されることがなくなり、常に安定した

心境を保てるようになります。日々の努力を通じて、

霊的視野から物事を眺められるようになったとき、

自らの霊的成長を自覚することになるでしょう。

　次にさまざまなケースごとに、「霊的視野」の実

際を見ていくことにしましょう。ここに挙げた実例

を、霊的視野を身につけるための練習材料として、

また自分の心を整理するための現実の手助けとし

て、あるいは皆さん方の祈りの言葉として活用して

みてください。

霊界と霊達を、霊的視野から見ましょう

̶今、皆さん方は、どのような場所にいるでしょ

うか。自宅の部屋の中でしょうか。会社のオフィス

でしょうか。あるいは雑踏の中、通勤電車の中でしょ

うか。どのような場所であっても、その場から、霊

界と霊界人に思いを馳せることにしましょう。

＊＊＊

　今、私達の目に映るのは物質世界だけです。しか

し実際は、その背後に「霊界」があります。現実に

この場に、霊界が展開しています。それを意識して

みましょう。目に見える物質世界だけでなく、霊界

を心の中に思い描いてみましょう。私達は今、２つ

の世界に同時に身を置いています。

　今、私達の眼前に広がる霊界には多くの霊達がい

ます。そして私達のすぐ後ろには守護霊がいます。

守護霊はいつも、私達一人一人を導き守ってくれて

います。その「守護霊」の存在を心の中に感じてみ

ましょう。私達の行動と心のすべては、守護霊に知

られています。一切の隠し事はできません。ですか

ら裸になって正直に、守護霊に対しましょう。
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〈祈り〉

　たとえ肉体を持った私であっても、常に霊

界があることを意識できますように……。物

質的なものに心を奪われないように、霊的視

野を与えてください。いつも私を導き守って

くださっている守護の霊に、心から感謝いた

します。

̶今度は霊界全体に目を転じてみましょう。

＊＊＊

　霊界には、地上人類を救うためのスピリチュアリ

ズムの大霊団が組織されていて、地球に向けて働き

かけをしています。地球圏霊界のすみずみまで霊達

が配属されています。今この時も、世界各地で昼夜

を問わず、スピリチュアリズム普及のために働きか

けています。私達の背後にも、多くの霊達が連なっ

て応援しています。                                                  

〈祈り〉

　私も、霊界の高級霊の方々と同じスピリ

チュアリズムの一員として、自分の人生を捧

げたいと思います。どうか私の人生を、霊界

の方々の道具として用いてください。

　

神を、霊的視野から見ましょう

̶物質世界と霊界と霊界人の３つが、同時に心に

感じられるようになったら、さらに意識を拡大し、

神に思いを馳せることにしましょう。

＊＊＊

　地上世界・霊界のすべてが、神の霊に包まれてい

ます。私達の心、私達の体は神の霊に満たされ、包

まれています。神の霊の大海の中に、私達も、物質

世界も霊界も霊達も浸っています。

　私達は神の分霊であり、神から生まれました。だ

から神は私達の「霊の親」、私達は神の「霊的子供」

です。そして私達一人一人は、今、神から最高の愛

で愛されています。神は法則によって世界と人間を

支配していますが、その法則の背後には「神の慈悲」

が存在しています。神は私達に直接、姿を顕すこと

はありませんが、私達は常に、神によって愛されて

いるのです。

〈祈り〉

　神様、私はあなたを信じます。私のすべて

を、あなたに委ねます。あなたによって愛さ

れていることは、私にとって最高の喜びです。

あなたの子供であることに、感謝いたします。
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地上世界・地球を、霊的視野から見ましょう

̶霊界と神が意識できるようになったら、次は目

の前に存在する物質世界・地球を眺めることにしま

しょう。

＊＊＊

　眼前に広がる物質世界は、霊界での生活に備えて

造られた“訓練の場所”です。わずか 100 年にも満

たない短い地球上での生活で、いろいろな体験をし

て魂（心）を鍛え、成長させるために私達は生まれ

てきました。今、私達は魂を成長させるために、地

球という物質世界に生きているのです。

　その地球は多くの惑星の中で、霊的にきわめて低

い場所です。「物質主義と利己主義」だけに支配さ

れ、神の愛も光も届かない暗黒の世界になっていま

す。そのため多くの人々が、本来必要のない苦しみ

を味わっています。しかしその暗黒の地球にも、高

級霊によって少しずつ光が射し込まれ、徐々により

良い訓練場になりつつあります。

　私達は暗黒の地球にあって、幸いにもスピリチュ

アリズムと出会い、直接、霊的光を受けられる恵ま

れた立場に立っています。地上人として「最高の恩

恵」に浴しているのです。

〈祈り〉

　神様、私に最高の地上人生を与えてくだ

さって、ありがとうございます。私の一生を、

スピリチュアリズム普及のため、人類の救い

のために捧げます。

地球上の出来事・ニュースを、霊的視野から

見ましょう

̶地球上で毎日起こっている、さまざまな事件・

ニュースに目を向けてみましょう。大半の地上人は、

そうした出来事に右往左往し、不安を募らせ、無用

な心配・恐怖にとらわれています。

＊＊＊

　地球上の悲惨な事件・ニュースは、すべて地上人

類を支配している「物質主義と利己主義」から生じ

ています。でもそれを、私達が心配したり恐れたり

する必要はありません。霊界からの働きかけによっ

て、徐々にではあっても確実に、地球は良い方向に

向かっています。

　霊界の高級霊達がすべて良きように計らってくだ

さっている以上、私達が将来を憂える必要などあり

ません。私達スピリチュアリストは「霊界の道具」

として精いっぱい、スピリチュアリズム普及のため

にお手伝いしていけばよいのです。それがベストの

生き方なのです。

〈祈り〉

　神様、一刻も早く、地上での醜い争い・騙
だま

し合い・奪い合い・人や動物への虐待がなく

なりますように……。

　私は地上の出来事に心を乱すことなく、あ

なたと高級霊の方々の導きを信じます。そし

て、いつかその努力が実って、地球上に天国

が到来することを信じます。
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家族を、霊的視野から見ましょう

̶次に、地球上の人間関係に意識を向けてみま

しょう。まず、皆さん方の家族を見てみましょう。

家族（家庭）は大半の地上人にとって、心の拠りど

ころであり、最も大きな慰めの場所となっています。

これをどのように見つめるべきでしょうか。

＊＊＊

　私達の家族の一人一人は、霊的成長を目指して、

この地球に生まれてきました。彼らは私達の家族で

あるより先に、「神の霊的子供」なのです。そして

家族のそれぞれに、彼らを導く「守護霊」が付いて

います。同じ家族であっても霊的成長のレベルは異

なり、各自が自分の成長に責任を持って地上人生を

生きていかなければなりません。一人一人が皆、霊

的成長のための厳しい訓練の道を歩む等しい神の子

供なのです。

　家庭は人間にとって優れた“愛の訓練場所”です

が、そこで育まれる愛のほとんどは、霊的なもので

はありません。家族への愛よりもっと価値ある愛は、

血縁関係のない人々へ向けての愛です。多くの人々

の霊的救いのために働くことこそ、より次元の高い

愛の行為なのです。家族愛より「霊的奉仕」の方が、

はるかに価値があるのです。

〈祈り〉

　神様、縁あって地上で家族となった者達が、

どうか地上人生を有意義に過ごし、霊的成長

をなせますように……。

　そして自分の意識が家庭を超えて、より広

い人類の幸福へと向かいますように……。常

に私の心に、家族よりもあなたと全人類への

愛が強く宿りますようにお導きください。

まわりの人々を、霊的視野から見ましょう

̶家族という身近な人間関係から目を広げ、まわ

りにいる人々を眺めてみましょう。私達のまわりに

はさまざまな人々がいます。背中の曲がった老人が

います。茶髪の青年もいます。会社員風の男性、セー

ラー服を着た女子高校生も見えます。金持ち風の男

性が高級車に乗っています。公園のベンチには、み

すぼらしいホームレスの男性の姿が見えます。

＊＊＊

　まわりの人々の、外見に惑わされてはなりません。

すべての人々は、魂を成長させるために地球に生ま

れてきたのです。しかし大半の人々は地上かぎりの

楽しみや喜びを求め、かけがえのない人生を、全く

無駄なことだけに費やしています。

　彼らが「霊的真理」を知らず、物質的な満足だけ

を追い求めているのは、何と気の毒なことでしょう

か。死ねば素晴らしい霊界に行けることを知らず、

死を恐れているのは、何と哀れなことでしょうか。

〈祈り〉

　神様、今、私の目の前にいる人々が一刻も

早く霊的真理を受け入れ、霊的人生を歩み出

すことができますように……。せっかくの地

上人生を、はかない物質欲だけにとらわれて

無駄に終えることがないようにお導きくださ

い。
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̶道を歩くと、ブラジル人らしい若者のグループ

が見えます。またテレビのスイッチを入れると、画

面には世界各国の人々の姿が映し出されています。

＊＊＊

　この人々も皆、私達と同じ「神の子供」です。彼

らも魂を成長させるために地球に生まれてきまし

た。そして自分にふさわしい環境として、今の人種・

国・性別を選んだのです。彼らは、神の子供であり、

私達とは「霊的兄弟姉妹」なのです。

〈祈り〉

　神様、地球上に生を享
う

けたすべての人々が、

あなたの本当の子供として霊的成長の道を歩

むことができますように……。異なる人種・

民族のすべての人々が、私の霊的兄弟姉妹で

あることを深く実感させてください。　

̶物質主義と利己主義の支配するこの地球上に

は、肉体を維持するための最低条件（食料・衣類・

住まい）さえも保証されない気の毒な人々が大勢い

ます。食べる物にも事欠く悲惨な状況の中で、霊的

なことなど到底考えられない哀れな人々がたくさん

います。

＊＊＊

　地上に生を享けた人々は皆、地上生活を通じて霊

的成長をなすために生きています。それが地球全体

の未熟さのために犠牲となり、霊の道具である肉体

さえも維持することができなくなるというのは、本

当に悲惨なことです。今後、何百年をへて地球が霊

的に進化した暁には、こうした人々は、地球上には

存在しなくなるはずです。

　しかし 21 世紀の現代では、地球はまだそこまで

進化していないために、多くの哀れな犠牲者達を生

み出しています。地球人類全体の未熟さのために犠

牲となった人々は、霊界において埋め合わせの道を

歩むことになり、永い視点から見れば、決して不公

平な扱いを受けることはありません。しかし現在の

地球上においては、彼らは最も不幸な人々なのです。

〈祈り〉

　神様、どうか最も恵まれない地上の仲間達

に、生命をつなぐ最低限の保証が与えられま

すように……。今、地上人生において最低の

ものさえ得られずに死んでいく哀れな兄弟姉

妹達には、霊界での幸福と、今後の霊的成長

の道が約束されますように……。

　そして地球全体が進化して、一刻も早く、

こうした哀れな人々を生み出すことのない惑

星に至ることができますようにお導きくださ

い。

自分自身のことを、霊的視野から見ましょう

̶ここで目を転じ、今度は、自分自身のことを霊

的視野から見ることにしましょう。

＊＊＊

　私達は、魂を成長させるために地上に生まれてき

ました。肉体は、地上で魂を成長させるのに必要な

道具のようなものです。道具（肉体）は死とともに

朽ち果て、土に戻りますが、私達の魂は、死後も霊

界で永遠に生き続けます。

　霊界こそが、私達の本来の世界であり、今は

一
いっとき

時、物質世界ならではの体験を求めて、この地上

に立ち寄っているのです。不自由な道具をまとって

生きる地上は厳しい霊的修行の場ですが、その地上

生活の間中、私達には「守護霊」が付き添い、守り

導いてくれています。

〈祈り〉

　神様、私の人生は、人々への奉仕と自分の

霊的成長をなすためだけにあることを、強く

自覚させてください。物欲に惑わされ、本能

の放縦に流されることがないように、私を高

めてください。もっともっと清い世界を求め

る力を、どうかお与えください。
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自分の人生とライフワークを、霊的視野から

見ましょう

̶私達は、何のために生きているのでしょうか。

大半の人々が人生に確かな目的を見い出せないまま

空しく時を過ごし、死んでいきます。自分の一生を

懸けて追い求めていく目標を持った人々は、ほとん

どいません。

　それは物質世界だけがすべてだと思い、人生を永

遠の尺度から考えられないからです。

＊＊＊

　私達は「霊界の道具」として、スピリチュアリズ

ムのために働くことを決意し、自ら願って地上に生

まれました。私達の地上人生は、霊界の人々の地上

人類救済活動に協力するためにあるのです。私達を

通じて、一人でも多くの人々が「霊的真理」に出会

うことが、私達の本来の願いでした。それを思えば、

真理普及と関係のないどちらでもいいことに、自分

の人生を費やしてはならないはずです。

　これからの私達の人生を、すべて神と霊界に捧げ、

「良き霊界の道具」として奉仕の道を歩んでいきま

しょう。

〈祈り〉

　神様、私の人生を、すべてあなたの道具と

して捧げます。この世の物質的利益や名声は、

何も求めません。私の唯一の願いは、この地

上人生を終えたときに̶“お前はすべてを

人類のために捧げた、良き神の道具であった”

という、あなたからの評価をいただくことだ

けです。どうぞ、私のすべてをあなたの道具

として存分にお使いください。

苦しみ・困難を、霊的視野から見ましょう

̶地上人生では、苦しみ・困難との遭遇は避けら

れません。次々と苦しみや困難が生じてきます。そ

れはこの地上は、苦しみを体験する中で霊的成長を

なすための“訓練場所”として造られているからで

す。

　大半の人々は、何とか苦しみから逃げることだけ

を考えますが、同じ苦しみ・困難も、霊的視野から

見れば小さなものとなります。そうした苦しみ・困

難への対処こそ、まさにスピリチュアリストならでは

の努力なのです。

＊＊＊

　すべての苦しみ・困難は、自分の霊的成長を促す

ものとして生じてきます。物質次元にとらわれなけ

れば、教訓を学び、霊的成長の糧とすることができ

るものです。正しい考え方をもって臨めば、地上の

苦しみはすべて良いものとなるのです。その地上の

苦しみは、一時的なものであり、いつまでも続くわ

けではありません。

　また私達には、霊界の霊達（守護霊）という最強

の味方・真の理解者がいます。霊界の人々が私達の

人生をすべて良きように計らってくださる以上、そ

の導きを信じるべきです。私達にとって、最も良い

道が示されるのです。ですから自分なりにあがいた

り、余分な心配や取り越し苦労をしないようにしま

しょう。いたずらに心配し、恐れや不安を募らせ苦

しむのは、霊界の人々の導きを忘れているか、信じ

ていないからです。それは自分の未熟さであり、霊

性の鈍さに他なりません。

　地上では、とかく人目を気にするところから苦し

みが生じますが、霊的真理を知った者は、人の目よ

り「神の目」を気にしなければなりません。自分に

対するまわりの人々の評価は、気にする必要はない

のです。今、自分が神の前に正しく立ち、心を高め

る努力をしているかどうかだけが問題なのです。
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〈祈り〉

　神様、いつの間にか物質次元の意識にとら

われ、あなたの存在と霊界の事実を忘れてい

ました。そして、どちらでもいいような地上

の出来事に心を奪われ、取り越し苦労をして

いました。あなたが愛してくださっているこ

と、そして常に霊界の方々が最大の導きをし

てくださっていること、そのため何一つ心配

する必要はなかったことを忘れていました。

　神様、いつもあなたのことを強く思い、霊

界の方々の導きを実感し、地上世界の出来事

に超然とできるような広い視野を、私にお与

えください。自分のことで悩み、エネルギー

を費やすのではなく、人々への奉仕のために、

すべてのエネルギーを傾けることができます

ように……。

　地上の出来事は決して大きなものではない

ことを、自分の生き方を通じて、まわりの人々

に示すことができますよう、どうか力をお与

えください。

寂しさ・孤独を、霊的視野から見ましょう

̶人間にとっての最大の苦しみは、誰からも愛さ

れていないという寂しさ・孤独です。人はこの寂し

さ・孤独から逃れるために、刹那的刺激や本能的快

楽を追い求めます。他人とのお喋りやペットによっ

て自分を慰めたり、趣味や娯楽で気を紛らわせよう

とします。

　私達スピリチュアリストにとっても、寂しさ・孤

独を乗り越えることは容易ではありません。それは

まさに地上世界ならではの修行の現場であり、「霊

的真理」を本当に活用する時なのです。

＊＊＊

　今、私達一人一人は、地上のどんな人間（両親・

家族）よりも深い愛で、「神と守護霊」から愛され

ています。私達が今、寂しさを感じているのは、日

常生活の忙しさの中で、その一番肝心なことをすっ

かり忘れていたからです。私達は、決して独りぼっ

ちではありません。いつも神と守護霊と一緒です。

　神と守護霊から「最高の利他愛」で愛されている

私達は、何と幸せな人間なのでしょうか。それなの

にその事実を忘れ、寂しくなって、いつの間にか自

分と同じ不完全な人間から、愛されたいと考えてい

たのです。

　今すぐ「神と守護霊」に意識を向け、その愛を思

い起こし、霊的エネルギーをもらうことにしましょ

う。守護霊から与えられる霊的エネルギーによって、

私達の心は満たされ、元気が湧いてくるはずです。

〈祈り〉

　神様、あなたと霊界の方々から、真実の愛

で愛されている私は、本当に幸せ者です。で

きることならばその愛を、もっともっと強く

実感させてください。そして他の人から愛さ

れることを期待するのではなく、自分が先に

愛することができる強い人間になれますよう

に……。

　霊界の方々が地上人を愛するように、いつ

も明るい“愛の灯台”となれますようにお導

きください。
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死を迎える人を、霊的視野から見ましょう

̶地上人にとって、“死”は避けられない宿命です。

誰もが何十年か後には、必ず死に直面しなければな

りません。一般の人々にとって、死は最大の不幸で

あり、最も悲しい出来事です。そして多くの人々が、

何とか少しでも先に延ばしたいと思っています。

　しかしスピリチュアリズムでは“死”について、

180 度異なる考え方をします。

＊＊＊

　死は素晴らしい再出発の時であり、楽しみに待ち

望むべき喜びの時です。もうすぐ死を迎え、霊界に

戻ろうとする人は、病気の苦しみや肉体の重さから

解放され、素晴らしい出発をしようとしています。

間違いなく、地上人生よりずっと幸せな生活が待っ

ています。そうした新しい門出を迎えた人には、祝

福の言葉を贈るべきなのです。

〈祈り〉

　神様、今、霊界に旅立とうとするこの人が、

死を自覚し、霊界での環境に早く慣れますよ

うに……。霊界の人々の迎えに、素直に従う

ことができますようにお導きください。

自分の死を、霊的視野から見ましょう

̶最後に、自分の死について考えてみましょう。

いつ死を迎えてもよいように、「霊的真理」に照ら

し合わせて、心の準備をしておくことが必要です。

　　　

＊＊＊

　私達自身が重病で“死”を避けられない状況のと

きは、霊的真理で心を整理し、霊界に思いを馳せ、

死の訪れを静かに待ちましょう。死の直後には、あ

の世にいる家族や親しい人達が出迎えてくれるはず

です。その人達との再会を心待ちにして、喜びに胸

をふくらませましょう。

〈祈り〉

　神様、私はもうすぐ地上人生を終わろうと

しています。私は短い地上人生の中でスピリ

チュアリズムと出会い、スピリチュアリズム

のために働くという、幸せな人生を送ること

ができました。まだまだやりたいことがたく

さんありますが、それは他の多くの人々が、

代わってやってくれるものと信じています。

　私は霊界に行ってからも引き続き、霊界の

方々とともに、スピリチュアリズム普及のた

めに働きたいと思います。すべてをあなたに

委ねますから、どうか霊界でも、スピリチュ

アリズムのために貢献する道を、私にお与え

ください。

　神様、これまでのあなたの導きに、心から

感謝いたします。
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　スピリチュアリズムでは、祈りや瞑想を、とても

重要なものと考えています。物質世界での忙しい歩

みの中で、私達の心は自然と「肉主霊従」に陥って

しまいますが、祈りや瞑想は、下がってしまった心

を強力に「霊主肉従」の状態に引き上げてくれま

す。祈りや瞑想を通して、私達は神からの霊的エネ

ルギーを取り入れることができます。それによって

高いレベルに心を保ち、日頃から私達を導いてくれ

ている背後の霊達との関係を密接にすることができ

るようになります。こうした霊的効果があるため、

高級霊は私達地上人に、一日わずかな時間でもよい

から祈りの時を持つように繰り返し述べているので

す。（＊スピリチュアリズムにおける祈りや瞑想については、
ニューズレター４号ですでに詳しく説明していますので、ここ

では省略します。）

　時々、「瞑想にはさまざまな種類がありますが、

その中でどれを選んだらよいのでしょうか」という

質問を受けることがあります。

　それについてシルバーバーチは̶「物的混沌か

ら抜け出させ、霊的静寂の中へと導くことを主眼と

しておりますが、私はどれといって特定の方法を説

くことには賛成しかねます。各自が自分なりの方法

を自分で見い出していくべきものだからです」（シル

バーバーチ１・１５５）と言っています。

　要するに、各自が自分に合った瞑想法を探せばよ

いということです。霊的意識を取り戻し、霊的意識

を引き上げる効果が得られるならば、どのような方

法であっても構わないということです。

　さてここでは、禅（ゼン・メディテーション）と

並んで、世界的によく知られている２つの瞑想法（Ｔ

Ｍ瞑想と伝導瞑想）を取り上げ、スピリチュアリズ

ムの観点から検討してみることにします。

シンプルで効果の高い優れた瞑想法

　ＴＭ瞑想は、日本語では「超越瞑想」と訳されま

す。これは古代インドのヒンドゥー教の聖典を、物

理学者で哲学者である、マハリシ・マヘーシ・ヨー

ギが、現代社会に合った形で復興させたものです。

ＴＭ瞑想の方法は実に簡単で、教師がヴェーダ経典

の中から選んだその人向けの「マントラ（真言）」を、

心の中で 15 ～ 20 分（１日２回）唱えるだけのこと

です。たったこれだけのことですが、それによって

さまざまな効果がもたらされるのです。

　しかもその効果は、現代科学によって確かめられ

ています。ストレス解消や不安感の減少といった心

理的効果や、新陳代謝率のアップ・不眠症からの解

放・血中乳酸塩の低下・高血圧の正常化といった生

理的効果が確認されています。また職場の雰囲気の

改善や、従業員の仕事に対する満足度の向上といっ

た行動面への効果も認められています。ＴＭでは実

際にこうした多くの効果がもたらされるため、現

在、企業の中にはＴＭを導入するところが現れてい

ます。

　その他、ＴＭの評価できる点は、新興宗教のよう

な強引な勧誘をしないということです。ＴＭには、

新興宗教的な狂信性・宗教臭さがありません。スピ

リチュアリズムから見たとき、ＴＭはグループとし

ての在り方や瞑想効果という点で、一定の評価を下

すことができます。スピリチュアリズムと共存する

ことができる数少ない組織・グループと言えます。
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誇大に宣伝され過ぎるＴＭ効果

　このようにＴＭについては、スピリチュアリズム

の立場からも評価すべきいくつかの点があります。

しかしＴＭ独自のものとしてＰＲされる心理的効果

や生理的効果は、何もＴＭだけに限られるものでは

ありません。ＴＭ以外の多くの瞑想法においても、

同様の効果が実際に確かめられています。ＴＭでは

500 に上る研究調査によって、ＴＭ瞑想の独自的効

果は立証済みだと言っていますが、比較研究の完全

な情報が提示されているわけではないため、ＴＭサ

イドの見解を、そのまま鵜呑みにすることはできま

せん。

　またＴＭでは、瞑想が進んだ段階で、フライング

（＊空中へのジャンピングや浮遊）という現象が起こるこ

とが知られています。かつてはこれが、ＴＭの優秀

性と独自性を示すものとしてＰＲされたことがあり

ました。しかしこうした現象も、ＴＭだけに見られ

る独自のものではありません。ましてやそれによっ

て、ＴＭの優秀性が証明されることにはなりません。

　こうしたフライング現象・人体浮遊現象は、かつ

てのスピリチュアリズム（＊ 20 世紀初期の心霊科学研究

の時代）にも頻繁に見られました。スピリチュアリ

ズムの観点からすれば、これはサイキック・レベル

の心霊現象の一つに過ぎません。何より重要なこと

は、そうしたサイキック現象を引き起こす能力は、

その人物の霊的成長・霊性のレベルとは無関係であ

るということです。

ＴＭの１％効果は、事実ではない

　ＴＭでは、ＴＭ瞑想の実践者が都市人口の１％を

超えると、人々の精神状況に変化が生じ、社会環境

が改善され、犯罪も減少することになると言ってい

ます。これを彼らは「１％効果」と呼んでいます。

彼らはこの１％効果は、大規模な科学的調査結果に

よって証明された事実であるとしています。しかし

彼らが証拠として挙げるデータは、どこまでもＴＭ

サイドで大量に製作されたものに過ぎません。事情

は分かりませんが、最近ではこの１％効果は、以前

ほど盛んにはＰＲされなくなっています。

　スピリチュアリズムの観点からすれば、１％効果

は明らかに誇大宣伝としか言いようがありません。

あるいはＴＭに潜む盲信的要素が表面化したと言う

べきかも知れません。地上世界は、一定の霊的レベ

ルに至った人が「霊的真理」と出会い、それを実践

に移すことによって徐々に霊的浄化が進むように

なっています。すなわち真のスピリチュアリストが、

一人また一人と増えることによって、「地球の霊的

浄化」が進展していくのです。ＴＭの言う１％効果

は事実ではありません。

なぜＴＭのマントラでなければならないのか？

　ＴＭに対しては、次のような疑問もあります。な

ぜヴェーダ経典から選んだマントラでなければなら

ないのか、どうしてそれを他人に口外してはならな

いのか、ということです。それについて納得のいく

根拠が示されていません。ＴＭでは、ＴＭのマント

ラは生命の成長を育む調和的な質を持った波動であ

り、その人個人に合った特定の音であるからとの説

明をしていますが、それではあまりにも説得力があ

りません。

　スピリチュアリズムの観点からすれば、何もマン

トラでなくとも能力を引き出す方法はいくらでもあ

るということです。ＴＭの言うマントラでなくとも、

他の方法によって同じ効果を引き出すことができる

のです。ＴＭのマントラは、単なるサイキックの手

法の一つに過ぎません。
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ＴＭの最大の問題点

̶霊界と霊達の存在に対する無知

　ＴＭにおける最大の問題点は、霊界と霊達の存在

について全く無知であるということです。スピリ

チュアリズムでは、地上世界の背後には厳然として

霊界が存在していること、そして霊界から絶えず地

上に向けて影響が及ぼされていることを明らかにし

ています。私達地上人にとって、霊界と霊達の存在

は絶対的なものなのです。

　しかるにＴＭでは、この重大な事柄についての理

解・認識が、ごっそり抜け落ちています。これがＴ

Ｍの決定的な思想的致命傷なのです。したがってＴ

Ｍがどれだけ自らの正当性と優秀性を主張したとし

ても、片手落ちの思想・片
かたわ

端の理論の域にとどまる

ことになってしまうのです。

「創造神論」のスピリチュアリズムと、

「汎神論」のＴＭ̶スピリチュアリズムとの

本質的な神観の違い

　霊界の存在を無視するという根本的な間違いを生

じさせている原因は、マハリシが根拠としている古

代ヒンドゥーの教えそれ自体にあります。霊界通信

に根拠を置くスピリチュアリズムと、ヒンドゥーの

教え（ウパニシャッド）に基づくＴＭでは、「神観」

において本質的な食い違いがあります。これについ

ては先号のニューズレターでも触れましたが、もう

一度取り上げることにします。

　スピリチュアリズムでは、神（大霊）と人間を、

「創造主」と「被造者」という関係としてとらえます。

この点においては、スピリチュアリズムの神観は、

ユダヤ教やキリスト教と同じ「創造神論」に立って

います。神は、どこまでも宇宙の創造主であり、人

間との間には明確な一線が引かれています。そして

人間の霊魂は、神から生み出された分霊であり、そ

れゆえミニチュアの神と表現されます。人間の霊魂

は、永遠的な個別性を保つように造られており、し

かも神と同じ要素からなる「神の子供」なのです。

人間は、神から与えられた分霊を、種子の状態で内

蔵させています。霊性の進化とは、その種子状態の

「霊魂（ミニチュアの神）」を、努力によって少しず

つ成熟させ、神に似ていくプロセスに他なりません。

人間は地上生活中も死後も、進化の道をたどってい

きますが、それはどこまでも「親なる神」の霊性に

似ていく歩みなのです。

　したがって進化の暁に、神と一体融合化し、個別

性を失うというようなことはありません。分霊とし

ての個別性は、どこまでいっても保たれるのです。

古代インド思想や神
しんちがく

智学で言うニルバーナのよう

な、神と融合一体化し、個性を失う世界に至ること

は絶対にないのです。　

　古代インド思想は、こうしたスピリチュアリズム

の考えとは全く異なっています。神（ブラフマン）

と人間との間に、創造主と被造者という一線を引き

ません。神と人間の関係を「汎神論的」にとらえ、

人間を神の一部であると考えるのです。宇宙はたっ

た一つの真の現実であるブラフマン（＊ＴＭではこれ
を超越絶対存在と言ったり、永遠存在・純粋意識の存在と言っ

ています）だけが存在するとします。自己と絶対存在

（ブラフマン）との合体を完全に成し遂げることで、

解
げだつ

脱の瞬間を迎えるようになると考えます。古代イ

ンド宗教が理想として求めてきたブラフマンと合一

した世界を、ＴＭでは、第４の意識の境地・意識の

最高状態・宇宙意識と言っています。そしてこれは、

現代物理学で言う“統一場”と同じであると主張す

るのです。
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瞑想中に味わう「至福意識」について

　このようにスピリチュアリズムとＴＭでは、神観

において全く異なった考え方をします。この神観の

違いが、瞑想中の「至福体験」に対する見解の違い

を生み出すことにもなります。深い祈りや瞑想中に

は、たびたび霊的なエクスタシー状態を体験するこ

とがあります。そうした状態では、自分の身体がま

るで宇宙の中に溶け込んでしまうような感覚に包ま

れます。

　ＴＭでは、第４の意識状態（純粋意識）に近づく

につれ、至福感覚が高まると説明しますが、これは

スピリチュアリズムにおける至福体験と同じことを

意味しています。すなわちＴＭの言う「至福意識」

とは、スピリチュアリズムで言う「霊的なエクスタ

シー体験」と同じものなのです。しかしその等しい

体験を、スピリチュアリズムとＴＭでは、全く異な

るものとして解釈します。

　スピリチュアリズムでは「至福体験」を、霊的意

識の拡大による神（大霊）との接近状態、神と愛に

おいて深く結ばれた状態と考えます。実はこうした

ことは、肉体の影響を一切受けない霊界においては、

日常的に生じていることなのです。各霊の進化のレ

ベルに応じて意識の度合いは異なりますが、地上人

ではめったに味わえない至福意識の状態を、霊界人

は絶えず体験しています。

　一方、ＴＭではそうした「至福体験」を、神（ブ

ラフマン・一者）と合一・合体した瞬間ととらえます。

スピリチュアリズムとＴＭの見解のどちらが正しい

のかは、霊界の事実と照らし合わせれば明らかです。

至福意識を体験している最中にあっても、霊体が神

と一つとなるという事実はありません。主観的には

まさに宇宙と一つとなり、神と一体となったかのよ

うな感覚を味わいますが、それはどこまでも主観的

感覚であって、霊的な事実ではないのです。霊体と

いう形態が消え失せ、神と融合してしまうようなこ

とはありません。

睡眠中の体験に対する無知

　またＴＭでは霊的世界の事実が分からないため

に、睡眠中の貴重な体験についても、その重要性を

全く認識していません。私達は一人の例外もなく、

睡眠中に霊体が肉体から離れ、霊界に赴いて死後に

備えてさまざまな体験をしています。このように睡

眠には、単に肉体を休める以上の大きな意味がある

のです。

　ＴＭでは盛んに、睡眠とは異なる深いリラックス

効果が得られると宣伝しますが、それは睡眠の持つ

重要性を知らないところから発する無知な判断に過

ぎません。

祈り・瞑想の目的の一つは、背後の霊との絆

を強化すること

　地上人は絶えず霊界の守護霊による導きを受けて

いるという重大な事実を、ＴＭでは全く理解するこ

とができません。実は祈りや瞑想は、こうした霊達

の存在を前提としないところでは成立しないものな

のです。

　スピリチュアリズムにおける祈りは、神に向けて

発せられます。それが魂を神に近づけ、霊界の人々

とのパイプを強め、霊達がより働きかけやすい状況

をつくり出すことになります。このように正しい祈

りには、必ず霊界の霊達の反応がともなうように

なっているのです。それによって私達地上人は、大

きな導きを得られるようになるのです。スピリチュ

アリズムにおける祈り・瞑想は、常に背後にいる霊

達の存在が前提となっています。

　ＴＭでは、霊界の人々の導きや、祈りがそのため

に大きな意味を持っているという事実が分かってい

ません。ＴＭ瞑想は、霊との係わりという祈りにお

ける重要な一面を、初めから捨て去ってしまってい

ます。ＴＭ瞑想は、霊の存在を全く無視した単なる

サイキックの手法に過ぎません。そうした瞑想法で

は、いつまでたってもサイキック・レベルを抜け出

ることができず、さらに高次のスピリチュアル・レ

ベルに至る道が完全に閉ざされてしまっています。

　シルバーバーチは、霊的存在を意識しない祈りや

瞑想に対して、次のように言っています̶「もし
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も宇宙の最高神と直接の交流が持てるとすれば、指

導霊のような中間的存在は無用となるでしょう。が、

そんなことが出来るかのごとき言葉を耳にすると、

私は“キザな霊的俗物根性”の響きを感じずにはい

られません。」（最後の啓示・８６）　

　霊界の霊達との係わりを持たない瞑想は、本質的

に片手落ちの瞑想ということなのです。

地上世界の浄化は、

ＴＭではなくスピリチュアリズムによる

　1990 年１月、マハリシは地上天国を実現すると

の決意を表明し、具体的な活動を開始しました。そ

してマハリシ・シティーという理想都市・共同体を

建設することに着手しました。ストレス・公害・犯

罪・騒音から解放され、暮らしの質を最高度に高め

るよう設計された建物やインテリアを備えた具体的

な理想世界の建設を始めました。

　しかし、こうした意欲的な試みも、間違いなく失

敗に終わることになるでしょう。なぜなら地上世界

の浄化は、ＴＭの瞑想人口が増えたり、理想都市の

建設によって進められるものではないからです。

　地上世界の浄化は、スピリチュアリズムに係わる

霊達の一大組織によって進められています。霊界側

からの働きかけなくして、地上人類の霊的進化はあ

り得ません。霊界の高級霊からもたらされた「霊的

真理」を受け入れ、それを実践に移す地上人が一人

また一人と増えることによって、地球はより良い惑

星へと進化していくのです。今この時も、地球の霊

的浄化は、霊界の霊達の計画にそって着実に進めら

れています。地上世界は、霊界あげての地上救済の

働きかけによって、今、霊的向上の道を歩むことが

可能となっているのです。

　以上、ＴＭ瞑想について見てきました。ＴＭは単

なる心理的・生理的効果を期待するにはとても優れ

た方法・手段と言えます。スピリチュアリズムの観

点に照らしても評価できる内容を持っています。し

かし、それを「霊的観点」から見ると、真に評価に

値するものは、ほとんどないということになります。

「大救世主マイトレーヤ如
にょらい

来」と、

ベンジャミン・クレーム

　1922 年生まれのイギリス人、ベンジャミン・ク

レームは、公表されたプロフィールによると、画家

で密教学徒であり、深い知識と体験を備え、超能力

を持っているとされています。彼はまた、これまで

ＵＦＯや宇宙人との接触があったとも紹介されてい

ます。そのベンジャミン・クレームは、1972 年の

終わり頃から、「マイトレーヤ」と呼ぶ如来からの

メッセージを受けることになります。

　「マイトレーヤ」とは、釈
しゃ か

迦が末法の世に現れる

と予言した弥
みろく ぼ さ つ

勒菩薩のことです。ベンジャミン・ク

レームによれば、このマイトレーヤは、まさに神が

人類に遣わされた大救世主であり、全人類のための

最大の導師なのです。世界の大宗教がこぞって予言

し待ち望んできた救世主であり、仏教で言われてき

た弥勒菩薩、キリスト教で言うキリスト再臨主、イ

スラム教のイマム・マーディー、ヒンズー教のクリ

シュナの再臨者と同一人物ということになります。
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マイトレーヤの地上降臨

　マイトレーヤは、地上の全人類を苦境から救い出

し、神の啓示を授け、地上に天国を建設するために

降臨するということですが、ベンジャミン・クレー

ムは、この「マイトレーヤの降臨」について驚くよ

うなメッセージを伝えています。

　それは 1977 年に、すでにマイトレーヤの地上降

臨が行われたと言うのです。マイトレーヤが肉体を

持った一人の地上人として、地球上に存在している

と言うのです。そしてその肉体を持って降臨したマ

イトレーヤは、現在まで、全人類の前に救世主とし

て公に登場する時を待っていると述べています。

　1982 年には、ベンジャミン・クレームは、さら

にマイトレーヤについての詳しい情報を伝えていま

す。それによれば、マイトレーヤは 1977 年７月に、

ヒマラヤの山上、5400 ｍの光のセンターから降り、

インド大陸からロンドンに入ったと言います。そし

て最初の拠点地を、ロンドン市内のインド・パキス

タン系移民の住む貧民街に選び、そこでありふれた

素朴な男として徐々に人前に姿を現していく過程を

歩んでいると述べています。

　その受肉化したマイトレーヤは、ベンジャミン・

クレームを通じて、「可能な限り最も早い時期に、

一刻の猶予も許さず私自身を顕し、世界の前に登場

することが私の意図である。私をただちに発見して

くれることに多くのことがかかっている」とメッ

セージを送っています。ベンジャミン・クレーム

は、そのマイトレーヤからのメッセージを踏まえ

て、次のように述べています。「残念ながら世界の

責任あるマスコミは、いずこもロンドンへ行ってマ

イトレーヤ探索のための労を取ることをせず、マイ

トレーヤはいまだに待っておられる」と。

いまだに姿を見せないマイトレーヤ

　ベンジャミン・クレームは、マスコミの怠慢によっ

て、マイトレーヤは現在まで世界人類の前に出られ

ないでいると非難しています。一方、ベンジャミン・

クレームのメッセージを信じた人々は、マイトレー

ヤが世界人類の前に現れる時を、今か今かと待ち望

んできました。

　ベンジャミン・クレームは、これまでマイトレー

ヤが人々の前に現れる日時まで発表したことがあり

ましたが、その度に、マイトレーヤの出現は空振り

に終わっています。しかしその後も、彼は、マイト

レーヤの登場の準備をするために選ばれた代表とし

て、その役割を果たそうと活動しています。しかし

今日この時に至っても、マイトレーヤは、出現を待

ち望む人々の前にさえ、その姿を現してはいません。

マイトレーヤとベンジャミン・クレームとの

特殊な通信方法̶オーバーシャドウ

　ところでベンジャミン・クレームは、マイトレー

ヤからのメッセージを、どのようにして受信してい

るのでしょうか。彼は、その方法を「オーバーシャ

ドウ」と呼んでいます。オーバーシャドウとは、意

識の伝達がテレパシーによって行われることであ

り、マイトレーヤがベンジャミン・クレームの肉体

を使ってメッセージを送ることであると説明してい

ます。要するにオーバーシャドウとは、高度な心的

テレパシーのことと考えられます。

　こうした説明を聞く限り、明らかに「チャネリン

グ」と同じものと思われますが、ベンジャミン・ク

レームはそれを強く否定します。彼はオーバーシャ

ドウは、一般の霊媒現象やチャネリングとは異なる

ものであることを盛んに強調します。マイトレーヤ

はオーバーシャドウという特殊なテレパシーによっ

て、ベンジャミン・クレームにのみ、メッセージを

送っていると言うのです。
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マイトレーヤの霊的エネルギーを、地上世界

にもたらす手段̶「伝導瞑想」

　ベンジャミン・クレームは、マイトレーヤの地上

降臨に先立つ 1974 年に、天上界のエネルギーを地

上世界に伝導する（もたらす）ためのグループを結

成することにしました。そして天上界の高度なエネ

ルギーを受け止め、変圧し、伝送する仕事に着手し

ました。そのエネルギーのトランスミッション（変

換伝導）の手法として彼が示したのが、「伝導瞑想」

だったのです。

　伝導瞑想は、マイトレーヤが神から受けたエネル

ギーを、地上人類に配布する手段であり、それに係

わる者は、光の通路（チャンネル）として全人類に

対して奉仕をすることになるとされます。伝導瞑想

は、それ自体が世界への奉仕という利他的な行為に

なっていると言うのです。

ベンジャミン・クレームの伝導瞑想だけは特殊

　ベンジャミン・クレームの発言の中には、注目す

べき内容があります。それは彼が出席する伝導瞑想

においてのみ、マイトレーヤのエネルギーのオー

バーシャドウが起こるということです。これは別の

言い方をすれば、ベンジャミン・クレームが出席し

ていない伝導瞑想の集まりでは、マイトレーヤの直

接的なエネルギーのオーバーシャドウは生じないと

いうことになります。

　ベンジャミン・クレームが加わるときのみ、グルー

プ全体がマイトレーヤのエネルギーによってオー

バーシャドウされることになり、それによって参加

者の霊的成長が助長され、それ以後は、各人のエネ

ルギー伝導能力が高まると言うのです。したがって

ベンジャミン・クレームが、世界各地で伝導瞑想の

集いを持つことにより、それにたずさわる人々の霊

的成長が促され、世界人類がいっそう向上するとい

うことになります。

　以上、マイトレーヤとベンジャミン・クレーム、

並びに伝導瞑想について述べてきました。次にこれ

らを、スピリチュアリズムの観点から検討していく

ことにします。

伝導瞑想の本質は「再臨運動」

　ベンジャミン・クレームが一貫して係わってきた

のは、マイトレーヤの降臨です。彼がこれまで語っ

てきた内容は、一言で言えば「再臨思想」であり、

その活動は「再臨運動」ということになります。伝

導瞑想として知られている瞑想法の本質は、この再

臨運動の一環に他なりません。

　さてこの再臨思想ですが、これには２つの異なる

立場（考え方）があります。一つは、「肉体再臨説」

で、キリストが肉体を持って再臨する、すなわち地

上人として生まれるとする見解です。もう一つが、

肉体を持たない形でキリストが再臨するというもの

で、「霊的再臨説」と言います。ベンジャミン・クレー

ムは明確な「肉体再臨説」を唱え、しかもその内容

は、キリストはすでに地球上で生活しているという、

きわめて具体性をともなったものとなっています。

　スピリチュアリズムでは「霊的再臨説」を主張し

ます。ただし、イエス本人が降臨するという一般的

な霊的再臨説とは根本的な部分で異なっています。

イエスの再臨とは̶「イエスの霊的影響力の地

上への再出現」のことであり、これが取りも直さず

「再臨のイエス」という言葉の真意であるとしてい

ます。スピリチュアリズムとは、イエスの霊的影響

力を地上世界にもたらすために展開されている手段

なのです。

　したがって「スピリチュアリズム」こそが、人類

が長い間待ち望んできたイエスの再臨の実態という

ことになります。20 世紀以降、地球上においてこ

うした再臨思想が盛んに話題に上るようになったの

は、霊界において、イエスを頂点とする地上救済の

大プロジェクトが活発に進められてきたからなので

す。
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「肉体再臨説」の間違い
　肉体再臨説は、霊的影響力の到来を、イエス自身

が肉体を持って再び地上に現れると錯覚したもので

す。なかにはイエス本人が、手足をクギで打ち抜か

れた傷
きずあと

痕のある肉体を持って地上に現れるといった

ことを、まともに信じている人々もいます。またイ

エスと同一人物ではないにせよ、キリストとしての

使命を持った人物が、再臨のメシアとして地上に生

まれると唱える一派もあります。

　結論を言えば、どのような形であれ、キリストが

肉体を持って再び出現することは決してありませ

ん。もちろんベンジャミン・クレームが言うような、

キリスト・マイトレーヤが肉体を持って地上に出現

するというようなこともありません。

　キリストが地上に再臨するという点については、

スピリチュアリズムとベンジャミン・クレームは同

様です。ただしその具体的な内容となると、両者で

は全く異なっているのです。

どれだけ待っても、マイトレーヤは現れない

　「肉体再臨説」が事実でない以上、今後、ベンジャ

ミン・クレームやその信奉者達が、どれほど肉体を

持ったキリスト・マイトレーヤとの対面を待ち望ん

でも、それが実現することはありません。彼はいま

だに、本当に心の底からキリスト・マイトレーヤの

出現を事実だと信じているのでしょうか？

　もしかしたらベンジャミン・クレーム自身は、自

分の言ったことの間違いに、すでに気づいているか

も知れません。25 年前に宣言した「マイトレーヤ

降臨」のメッセージの誤りを自覚し、その大きな勘

違いに不安を感じているかも知れません。あるいは

かつて受けたメッセージが偽物であったことに気が

ついたものの、後に引けずに、あれこれと姑息な策

をめぐらしているのかも知れません。

チャネラーとしての未熟性か、意図的な嘘の

塗り固めか

　ベンジャミン・クレームが「肉体再臨説」を唱え

るという決定的な間違いを犯してしまった理由とし

て、彼がチャネラーとして未熟であったことが考え

られます。霊界からの象徴的メッセージの意味を取

り違えたのか、あるいは低級霊からの通信を見抜く

ことができずに、それをまともに受け入れてしまっ

た可能性が考えられます。

　理由は何であれ、こうした人々を惑わすことにな

る重大な間違いは、ベンジャミン・クレーム自身が

訂正しなければなりません。地上に生きている間に、

勇気を持って自分の間違いを撤回しなければなりま

せん。さもないと霊界において事の真相が明らかに

なったとき、身の置き場がないようなことになって

しまいます。これはニューズレターで以前にも取り

上げた、新新宗教の教祖達にも同様に言えることで

す。

　しかしベンジャミン・クレームの行動を見る限り、

今も架空の使命にしがみつき、嘘を嘘で塗り固め、

さらに事実から外れた方向に走り続けています。間

違いを訂正するどころか、ますます霊的事実から懸

け離れた方向に人々を導いていこうとしているよう

に見受けられます。

伝導瞑想の独断性̶霊的な根拠のない

伝導瞑想

　ベンジャミン・クレームは、自分達に人類最高の

奉仕の道として伝導瞑想が示されたと言っていま

す。伝導瞑想は、神から与えられる霊的エネルギー

を、地上世界に伝えるための手段としての瞑想方法

であり、高度な源であるハイアラキーと、低い源で

ある人類を結ぶ橋であるとも述べています。

　伝導瞑想は、個人の霊的成長のために行うことを

目的としたものではなく、あくまでもグループとし

ての集団奉仕の一形態であると言います。伝導瞑想

に参加することは、霊界と地上のつなぎ役を果たす

ことであり、それ自体が奉仕となり、信仰実践とみ

なされています。したがって長時間にわたって伝導

瞑想することは、それだけ多く人類に奉仕すること
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になり、信仰が深いということになります。そのた

め信奉者達には、何時間もの伝導瞑想が当然のこと

として要求されるのです。

　ベンジャミン・クレームは、その正当性を、ヨー

ガや神
しんちがく

智学・心霊学の知識を駆使して語り、また彼

自身が勝手につくり上げた独断的見解によって主張

しています。その結果、程度の悪い新新宗教の教祖

達と同レベルに堕ちてしまっています。彼は伝導瞑

想というグループの奉仕活動に加わることによっ

て、地上人類に最高の貢献ができると言っています。

それと同時に、個人的には、普通の努力の10～ 20年

分の霊的成長が１年で可能になるなどと、霊的事実

に照らしたとき何の根拠もないことを平気で言って

います。

　スピリチュアリズムにおける祈り・瞑想は、日常

生活で失われていた霊的意識を取り戻すための実践

です。さらには霊的エネルギーを取り入れることに

よって霊的意識をアップさせるための一つの手段な

のです。その結果として、霊界の人々との結束を強

め、利他愛実践・奉仕のための援助を得られるよう

になるのです。スピリチュアリズムにおける祈り・

瞑想は、どこまでも利他愛実践のための手段・下準

備の行為であるということなのです。瞑想それ自体

が、人類への奉仕の代用となったり、信仰の目的そ

のものになるということはないのです。

“洗脳”の手段となっている伝導瞑想

　自分達だけが世界人類を救えるのだと思い込み、

情熱をかき立てて邁進していく姿は、多くの宗教（＊

特に新興宗教や新新宗教）に共通して見られます。そこ

では狂信的な使命感を植え付けることが、常套手段

となっています。一人一人の信者は皆、善人であり

純粋に人々のために尽くしたいという誠実な思いを

持っています。しかしその善良さが逆に、いつの間

にか自分を、一人の人間のカリスマ形成に加担させ

ることになってしまいます。そして教祖に対する狂

信者にすり変わってしまうのです。

　スピリチュアリズムは̶「地上のどのような人

物も崇拝の対象としてはならない、たとえそれが霊

的存在であっても……」と教えています。

　伝導瞑想における大きな問題点は、瞑想という本

来ならば各自の霊性進化のための手段が、ベンジャ

ミン・クレームという一人の人間をカリスマ化する

ための道具となっている、ということです。ベンジャ

ミン・クレームは明らかに、霊的事実に対する背信

行為と、人々に対する詐
さ ぎ

欺的行為を行っています。

伝導瞑想は、霊界からの指示によるものではなく、

ベンジャミン・クレーム個人が意図的につくり上げ

た人工的手段としか考えられません。

　ベンジャミン・クレームは、自分が参加する伝導

瞑想においてのみ、マイトレーヤとのオーバーシャ

ドウが起こると言っています。それ以外では決して

起こらないと断言しています。オーバーシャドウと

は、マイトレーヤのエネルギーがベンジャミン・ク

レームを覆う状態になることです。したがってベン

ジャミン・クレームが参加する伝導瞑想においての

み、参加者はマイトレーヤの霊的エネルギーを直接

受けることができるということになります。

　これは結論を言えば、ベンジャミン・クレームを

無条件に「霊的カリスマ」とすること以外の何もの

でもありません。霊的エネルギーを一人の人間が独

り占めするようなことができるはずがありません。

ここまでくると伝導瞑想は、相手の霊的無知に付け

込んで“洗脳”する、この世の偽宗教と全く変わり

ないことになってしまいます。

エネルギー放射の写真は、単なるサイキック

現象

　伝導瞑想では、ベンジャミン・クレームがマイト

レーヤによってオーバーシャドウされた時の、エネ

ルギー放射の写真が公表されています。しかしその

写真は、何も彼らの言っているようなオーバーシャ

ドウが現実に生じていることを証明するものではあ

りません。程度の悪い新新宗教の教祖が講演してい

る時にも、この種の写真はよく撮られます。

　狂信者の集会では、神経の興奮状態がピークに至

ると、それによって引き出された莫大なエネルギー

が、さまざまな異常なサイキック現象や心霊現象を

引き起こします。敏感な参加者はヒステリック状態

になったり、泣き叫んだり半狂乱になったりします。
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また時には異言などの心霊現象が生じることもあり

ます。それをある人は、神の霊・聖霊に包まれたと

錯覚します。普段は霊的に鈍感な人でも、こうした

集会に参加すると異様な雰囲気に巻き込まれ、ある

種のサイキック的な感覚を味わうことになります。

一時的にオーラを見るようなことも起こってきま

す。教祖のまばゆいばかりのオーラが見えたと言う

人も現れます。

　狂信が異常なエネルギーを生み出し、これがさら

に霊界の低級霊の結集を促すことになります。そう

なれば洗脳は、いとも簡単に進んでいくことになり

ます。普段では体験したこともないような経験をす

るからです。そうしたサイキック・エネルギーが異

常に高まった状況下では、エネルギーが念写によっ

て写し出されるようなことも起こります。オーバー

シャドウ時に撮られたエネルギー放射の写真が、も

しトリックでないとしたなら、まさにこれと同じも

のと考えるべきなのです。

ベンジャミン・クレームの正当性を認める

高級霊はいない

　ベンジャミン・クレームが自ら言うような、彼の

みに与えられている特殊な霊的立場というようなも

のは事実ではありません。彼を通じなければ、マイ

トレーヤとの霊的一体化がなされないという霊的事

実もありません。霊界の高級霊に質問してみれば、

その間違いは明白です。霊的事実と根本的に食い

違っている伝導瞑想の正当性を、認める霊は一人も

いないはずです。

　ベンジャミン・クレームの発言については、細部

にわたって批判すべき点が多々ありますが、要は伝

導瞑想が本物の瞑想ではないこと、ベンジャミン・

クレームという一人の人間によってつくり出された

人工的な手段に過ぎないことを理解しておくだけで

十分です。伝導瞑想は、ベンジャミン・クレームの

言うような霊的エネルギーを地上にもたらす特別な

手段ではありません。またオーバーシャドウという

特別なコミュニケーションの手法も存在しません。

もしこれに類するような現象が実際にあるとするな

ら、それは誰もが体験することができる、ごくあり

ふれた霊との交わりであったり、守護霊を通じての

神との触れ合いに他なりません。

　繰り返しますが、霊界のどこを探しても、ベン

ジャミン・クレームの言説を認める霊は存在しない

ということです。こうしたことがあるためベンジャ

ミン・クレームは、メンバーが霊界からの通信を受

けることを躍起になって否定しようとしているので

しょう。霊界からのメッセージを受け取ることがで

きる人間が彼以外にいては、都合が悪いからです。

彼のこれまでなしてきた不正な行為や作り話の数々

は、霊界では、すべて白日の下にさらされることに

なります。今はベンジャミン・クレームを信じてい

る人々も、霊界に行った時には、その間違いをはっ

きりと理解することになるはずです。

　スピリチュアリズムは、霊的事実を地上人類に明

らかにするために、霊界の高級霊の綿密な計画に

よって進められてきました。そこには、人類がこれ

まで明確に知ることができなかった「霊的真理」が

はっきりと示されています。これまで伝導瞑想を実

践してきた方達には、ぜひじっくりとシルバーバー

チに代表される「霊界通信」に目を通していただき

たいと思います。霊界から届けられた生の情報を、

ベンジャミン・クレームが語った内容と比較してい

ただきたいと思います。

　幸いなことに、スピリチュアリズムと伝導瞑想に

は共通性が多く、同じ土俵の上で比較することがで

きるようになっています。「霊訓」を読めば、伝導

瞑想とスピリチュアリズムとの違いを容易に理解さ

れるはずです。どちらの言い分が正しいのか、どち

らが神によって与えられた理性の批判に耐えられる

のか、じっくり検討してくださることを願っていま

す。
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　２月 18 日、滞在先のニューヨークのホテルで、

たまたまテレビを見ていました。その日は丁度、プ

レジデント・デイ「大統領の日」で、それにちな

んでＡＢＣテレビでは、「ケネディー家の特集番組」

を放映していました。

　アメリカでは毎年、歴代大統領に対する人気投票

が行われ、その結果がこの日に発表されます。今年

もリンカーンが１位でした。これまでの人気投票の

結果を総合すると、１位リンカーン、２位Ｊ．Ｆ．

ケネディーとなります。

　アメリカ人が最も偉大な大統領と考えている「リ

ンカーン」は、生前、交霊会に深い関心を示し、霊

の声に耳を傾けていたことがよく知られています。

有名な“奴隷解放宣言”は、当時の政治的情況に発

表を渋っていたリンカーンに対して、霊側が催促す

るという形で、1861 年に実現しました。

　そのリンカーンは現在、霊界でシルバーバーチ霊

団の一員として働いています。シルバーバーチの部

下の一人として、スピリチュアリズムのために働い

ているのです。

　こうしたことは、アメリカ人にとってなかなか受

け入れ難いことかも知れませんが、紛れもない霊的

事実なのです。アメリカの歴代大統領の中で最も

偉大なリンカーンは、今、霊界で、私達地上のスピ

リチュアリストと同じ方向に向かって努力していま

す。その意味で、リンカーンにとって一番身近な存

在は、アメリカ国民ではなく、私達スピリチュアリ

ストということになるでしょう。

　アメリカ人がリンカーンに次いで偉大な大統領と

考えている「Ｊ．Ｆ．ケネディー」は、どうでしょ

うか。アーリントン墓地にあるケネディーの墓には、

毎日大勢の人々が訪れ、アメリカ国民の間における

彼の人気の高さをうかがわせます。

　ケネディーの墓の隣には、ジャクリーン夫人

（＊オナシスと再婚。オナシスの死後米国に戻り、他の男性と同

居、死を迎えた）の墓、流産した未熟児、生後数カ月

で亡くなった赤ちゃんの３つの墓が並んでいます。

去年、飛行機事故で死んだ息子Ｊ．Ｆ．ケネディー・

ジュニアの墓は、ここにはありません。生前の彼の

意向を尊重して、海に散骨したということです。

　故Ｊ．Ｆ．ケネディー大統領は、近年、某霊媒者

を通じて、地上に通信を送ってきています。それに

よると、霊界に行ったケネディーは、自分の霊的内

容のなさを痛切に感じたようです。そして次のよう

なことを言っています̶「わたしは、あのような

高い地位にふさわしい人間ではありませんでした。

あの地位は、努力ではなく金で手に入れたものであ

り……。いまにして思えば、わたし自身の外部にあ

り、あなた方の世界の外部にあるもっと大きな力
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が（暗殺という形で）わたしをあの地位から解放し

てくれたということがわかります。」

　この霊界通信が本物かどうかの確証はありません

が、生前のケネディーの行状を考えると、「なるほ

ど……」と頷けます。ケネディーの女好きは広く知

られていましたが、それは彼の本性・霊性の内容の

一部を示しています。政治家としての力量は優れて

いたものの、霊的存在としての内容は、それほどで

はなかったようです。

　さて英国では、去る２月９日にマーガレット王女

（＊エリザベス女王の妹）が 71 歳で死去されました。

　イギリス王室のスピリチュアリズムとの深い係わ

りは、ビクトリア女王の時代に始まっています。夫

アルバートの死後、ビクトリア女王は交霊会にのめ

り込み、「霊のお告げで政策を決定している」とま

で批判されるほどでした。

　近年では、故アスローン伯爵と故マリー・ルイー

ズ王女が、何度もハリー・エドワーズ治療院に足を

運び、“スピリチュアル・ヒーリング”を受けてい

たことが知られています。２人は熱心なスピリチュ

アル・ヒーリングのファンだったのです。マリー・

ルイーズ王女は、エリザベス女王の戴冠式に出席す

るため、その２日前に老体に鞭打ってハリー・エド

ワーズの所へ足を運び、霊的エネルギーを補給して

もらって式典に臨みました。

　最近では、アン王女がスピリチュアル・ヒーリン

グを受けたことや、チャールズ皇太子がスピリチュ

アル・ヒーリングも含めたホリスティック医学に、

積極的に協力していることが知られています。

　先頃亡くなったマーガレット王女ですが、彼女は

生前から霊的世界についての知識を持っていまし

た。死後の世界の実在や、そこでは一切の肉体的苦

しみがなくなることや、死は第２の人生の出発であ

ることなどを、しっかりと認識していました。

　話は溯りますが、ジョージ６世（＊エリザベス女王・

マーガレット王女の父君）が死去された際、しばらくし

て密かに“交霊会”が催されました。霊媒は有名な

リリアン・ベイリーで、彼女は交霊会の参加者の身

元を一切知らされていませんでした。リリアン・ベ

イリーは霊媒の務めを果たし、深いトランス状態か

ら醒めて目を開けたとき、初めて参加者が王室一族

であることを知りました。エリザベス女王、女王の

母君（＊クイーン・マザー、彼女はジョージ６世の妻で現在

101 歳）、アレクサンドラ王女、フィリップ王子、そ

してケント公爵夫人であることに気がついたので

す。

　マーガレット王女は、その交霊会には参加してい

ませんでしたが、交霊会で父親の霊が現れ喋ったこ

とを、間違いなく聞いたはずです。その後、クイー

ン・マザーは、何度もベイリー夫人を呼んで交霊会

を持つことになりました。
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さて故ダイアナ妃が、英王室内で唯一頼りにしてい

たのが、マーガレット王女であったことはよく知ら

れています。ダイアナ妃とマーガレット王女には、

本人自身の不倫・夫の不倫・離婚という、どろどろ

した共通の人生経験があります。

　ダイアナは、多くのスキャンダルを引き起こし、

英王室の伝統的権威を大きく傷つけることになりま

した。しかしその一方で、リタ・ロジャーズという

女性霊媒者と親しく交わり、彼女の熱烈な信奉者で

もありました。ダイアナは、霊界からのメッセージ

に耳を傾けるという一面も持っていたのです。

　ダイアナは、交通事故で死ぬ半月前に、彼女と一

緒に事故死することになる恋人ドディーとともに、

ヘリコプターでリタの家を訪問しています。そして

事故の前日には、パリからイギリスの彼女の家に電

話をしています。（＊リタ・ロジャーズとダイアナについて
は、最近発刊された『愛の絆』野村安正訳・中央アート出版社

に詳しく述べられています。）

　英国王室はこれまで、さまざまなセックス・スキャ

ンダルを引き起こし、肉体的煩悩にふり回される地

上人の醜い姿を露呈してきました。しかしその一方

で、大勢の王室関係者が霊の存在を信じ、交霊会に

参加するという、スピリチュアリズムとの係わりを

持ってきました。物質世界での多くの煩悩に翻
ほんろう

弄さ

れながらも、霊界の存在を信じ、霊のメッセージを

求めるという素朴な霊的姿勢を持ち続けてきたので

す。

　シルバーバーチは、英王室存続についての意見を

求められたとき̶「国民の心を一つにするものは

大切にすべきです」と答え、王室の存続に肯定的な

見解を述べています。シルバーバーチがこうした見

解を述べたのは、英王室がスピリチュアリズムのＰ

Ｒに大きな貢献をしているという一面も考慮してい

たものと思われます。
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